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受信環境評価法 

受信機の高性能化 

マージンと環境劣化量の定義 

精度の確認 

測定例の紹介 

RS復号の訂正情報を利用する方法 

キャリアのC/N情報を利用する方法 
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崖効果 
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受信機の入力レベル表示 
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新評価法の提案 

電力マージン 

環境劣化量 

C/Nマージン 
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Ｃ/Ｎ-ＢＥＲ曲線におけるC/Nマージンと環境劣化量の関係 
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C/Nマージンと環境劣化量の定義 



平均誤り率の計算 
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新評価法の精度確認 



測定ポイント１ 

( 蒲郡市周辺 ) 

測定ポイント２ 

（名古屋駅周辺） 

測定ポイント３ 

（津市周辺) 
豊橋中継局 

田原中継局 

伊勢中継局 

   瀬戸 
デジタルタワー 

SFN環境 

ビル反射による 

マルチパス 

発生環境 

瀬戸デジタルタワー 

の電波が弱い環境 

測定場所 



測定ポイント２ 

名古屋駅周辺 
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水平 豊橋 38.3 34.9 0.1 16.7 44.7 

水平 田原 2.1 28.9 4.5 6.3 17.7 

垂直 豊橋 0.8 29.5 4.8 6.6 21.3 

垂直 田原 36.5 35.7 0.1 17.5 38.5 

測定 
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水平 瀬戸 15.0 30.2 1.4 10.7 23.3 
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評価結果 
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風力発電用風車の影響 

受信環境の測定例 
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田原中継局 

風力発電の風車 

周期的な位相変動の原因 



田原中継局付近の風力発電用風車 
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受信機の高性能化 

誤り訂正能力の改善 
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受信機の高性能化 

１. ガウス雑音環境での 

誤り訂正能力の改善 
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地上デジタル放送では、204バイトの入力毎に 

  188バイト出力する方式を採用している 

 

復号された情報に加えて、誤り訂正可否情報を 

  出力することができる 

RS復号 
188 16 
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誤り訂正可否情報 

RS(リードソロモン)復号 



畳み込み符号化された信号の復号手法 
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復号に確定ビット情報を利用 
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シミュレーション結果 
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受信機の高性能化 

２. マルチパス環境での 

誤り訂正能力の改善 
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まとめ 

★ 地上デジタル放送の受信環境評価法の開発 

★ 地上デジタル放送用高性能受信機の開発 

RS復号の訂正情報およびキャリアのC/N情報を

利用して誤り訂正能力を改善する方法を開発し、

マルチパス環境下では、所要Ｃ/Ｎを１０ｄＢ以上

改善することができた。 

評価量として、あらたに環境劣化量とマージンを

提案し、屋外実験により評価誤差が１ｄＢ以下で

あることを確認した。 
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制度(SCOPE)の助成を受けて実施したものであり、
関係各位に感謝いたします。  


